
蔵 皮フ科・形成外科

院長　　松川 中

１．局所麻酔は細い針を用いて行います。

２．爪の陥入分部を爪母を含めて切除し、爪母部分にフェノールをあてて横から爪が生えてこな

いようにします。

３．手術時間は 5～ 10 分で、術後の痛みの程度は個人差があります。

４．翌日から靴を履くことは可能です。

５．術後 1週間は運動を控えてください。

６．術後の経過は個人差があります。4～ 5日後に拝見するため、来院してください。

７．血液サラサラの薬を服用している場合、中断の可否について主治医にご相談ください。

８．日常生活の注意

(1) 幅の狭い靴は履かないようにしてください。

(2) 爪先に体重がかかり過ぎると再発することがありますので注意してください。

(3) 爪は水平に切るようにしてください。

９．術後ケア

(1)①【午前に手術を受けた場合】当日シャワーを浴びる時に、ガーゼを外し石けんで洗って

      ゲンタシン軟膏を塗り、再びガーゼを当ててください。消毒液は不要です。

　 ②【午後に手術を受けた場合】翌日朝シャワーを浴びて、同様の処置をしてください。

(2) 術後１～ 2時間経過後、空腹でない状態で鎮痛剤を服用してください。

(3) 手術部位の足には、あまり負担を掛けないようにしてください。

(4) 術後 1週間は運動を避け、様子を見てその後は行っても構いません。

なにかご不明な点やご質問はございますか。　　　［　はい　・　いいえ　］

以上の注意事項を十分に理解し、納得した上で治療を受けることに同意します。
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